
　
　
　

北
陸
新
幹
線
新
駅
が
設
置

さ
れ
る
福
井
県
あ
わ
ら
市
は
駅
舎

建
設
と
周
辺
整
備
で
約
68
億
円
。

敦
賀
市
も
新
幹
線
駅
周
辺
区
画
整

理
事
業
で
90
億
円
、
富
山
県
高
岡

市
は
新
駅
周
辺
整
備
に
１
０
０
億

円
の
財
政
負
担
。
ま
た
新
幹
線
駅

は
ホ
ー
ム
が
３
１
２
ｍ
、
幅
は
最

大
40
ｍ
で
現
JR
松
井
山
手
駅
の
倍

の
大
き
さ
。
巨
額
の
財
政
負
担
が

生
じ
、
松
井
山
手
の
ま
ち
づ
く
り

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
。

　
　
　
　

JR
松
井
山
手
駅
と
決
定

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
環
境
影
響

評
価
の
意
見
で
、
で
き
る
と
す
れ

ば
、
ま
ち
づ
く
り
に
影
響
を
及
ぼ

す
と
述
べ
た
。
府
南
部
地
域
の
発

展
に
資
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
お

り
、
府
と
連
携
し
て
進
め
る
。

　
　
　
　

具
体
的
な
場
所
が
定
ま

っ
て
お
ら
ず
、
ど
う
い
う
整
備
に

な
る
か
不
明
。
先
行
自
治
体
で
あ

る
程
度
の
財
政
支
出
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
の
将
来

の
財
政
状
況
を
見
据
え
、
必
要
な

整
備
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

中
学
校
給
食
基
本
計
画
案

は
、
共
同
調
理
方
式
の
学
校
給
食

設
備
建
設
予
定
地
を
中
部
住
民
セ

ン
タ
ー
西
隣
の
市
有
地
と
し
た
が
、

同
所
は
３
〜
５
ｍ
の
浸
水
想
定
区

域
と
さ
れ
て
い
る
。
教
育
委
員
会

で
の
議
論
の
内
容
は
。 

　
　
　
　
　
　

候
補
地
の
選
定
経

過
や
浸
水
想
定
区
域
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
国
や
府

に
よ
る
河
川
改
修
事
業
な
ど
さ
れ

て
お
り
治
水
対
策
は
十
分
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　
　

国
の
防
災
面
の
財
政
支
援

措
置
を
活
用
し
て
小
・
中
学
校
体

育
館
へ
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
。

　
　
　
　
　
　

学
校
長
寿
命
化
を

優
先
し
、
可
能
な
方
法
を
検
討
。

新
幹
線
新
駅
の
負
担
は
大
き
い

答
ま
ち
づ
く
り
に
影
響
を
及
ぼ
す

青
木
　
綱
次
郎
　
議
員

（ 

共 

産 

党 

）

芦原温泉駅周辺まちづくりプラン

　
　
　

府
と
し
て
２
０
５
０
年
ま

で
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目

標
と
す
る
表
明
を
し
て
い
る
。
市

と
し
て
も
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　

状
況
及
び
必

要
に
応
じ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

市
の
事
務
事
業
で
電
気
が

最
も
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
て
い
る
。

市
独
自
の
環
境
配
慮
基
準
を
設
け

る
等
で
電
力
調
達
を
行
い
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
こ
と
で

相
当
削
減
で
き
る
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　

現
在
大
手
２
社
し

か
電
力
的
に
は
契
約
で
き
な
い
。

環
境
的
な
部
分
は
変
わ
ら
な
い
た

め
、
最
終
的
に
は
金
額
の
部
分
に

な
っ
て
い
る
。

　
　
　

地
球
温
暖
化
対
策
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
市
民
・
行
政
・
事

業
者
が
一
体
と
な
り
継
続
的
に
取

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　

地
球
温
暖
化

実
行
計
画
推
進
委
員
会
は
年
１
〜

２
回
開
催
し
て
い
る
。
今
後
は
市

民
の
方
々
と
協
働
し
な
が
ら
事
業

者
も
組
み
入
れ
、
啓
発
を
図
り
な

が
ら
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ

ッ
フ
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
７
月
よ

り
順
次
各
校
へ
配
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
日
々
の
消
毒
作
業
な
ど
の

業
務
は
も
と
よ
り
、
従
来
か
ら
の

多
忙
な
業
務
の
軽
減
に
つ
な
げ
、

児
童
・
生
徒
へ
の
指
導
に
専
念
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　

教
員
の
１
年
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、

労
働
時
間
が
７
時
間
45
分
か
ら
最

大
10
時
間
勤
務
が
可
能
と
な
る
た

め
、
極
め
て
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　

現
段
階
で
は
導
入

は
考
え
て
い
な
い
。

Ｃ
Ｏ
２
実
質
排
出
ゼ
ロ
表
明
を

答
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く

吉
高
　
裕
佳
子
　
議
員

（ 

市
民
・
女
性
の
会 

）

庁舎の電力を再生可能エネルギー100％に
切り替えをした世田谷区の事例

　
　
　

子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
と

丁
寧
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
授

業
環
境
確
立
の
た
め
に
も
、
先
生

を
増
や
し
て
少
人
数
学
級
拡
充
を

進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
市
長
、

教
育
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
こ
と
も
含
め
、

今
後
新
し
い
時
代
に
向
け
た
教
育

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
少

人
数
学
級
、
少
人
数
教
育
の
充
実

は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

や
清
掃
・
消
毒
・
オ
ン
ラ
イ
ン
整

備
な
ど
の
た
め
の
支
援
員
を
全
て

の
学
校
配
置
実
現
へ
教
育
委
員
会

の
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

未
配
置
校
は
現

在
３
校
。
今
後
、
全
て
の
学
校
に

配
置
。　

　
　
　

サ
ー
ビ
ス
が
同
じ
で
も
、

利
用
料
の
負
担
が
上
が
る
。
介
護

報
酬
の
上
乗
せ
を
認
め
る
特
別
措

置
に
よ
る
利
用
料
加
算
に
つ
い
て

市
で
の
実
態
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

市
内
事
業
所

か
ら
も
本
件
に
係
る
問
合
せ
が
あ

る
が
、
令
和
２
年
６
月
か
ら
開
始

さ
れ
て
請
求
自
体
も
こ
れ
か
ら
出

て
く
る
。
実
際
に
こ
の
算
定
の
取

扱
い
を
さ
れ
て
い
る
事
業
所
が
ど

の
程
度
あ
る
の
か
も
現
段
階
で
は

把
握
で
き
な
い
。

　
　
　

一
般
の
避
難
所
生
活
に
お

い
て
何
ら
か
の
特
別
な
配
慮
を
必

要
と
す
る
「
災
害
時
要
配
慮
者
」

に
必
要
に
応
じ
て
開
設
さ
れ
る
二

次
的
避
難
所
で
あ
る
福
祉
避
難
所

の
状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

市
内
で
７
カ

所
の
福
祉
避
難
所
の
設
置
が
可
能
。

今
後
も
条
件
的
に
適
切
な
協
力
を

頂
け
る
施
設
に
働
き
か
け
る
。

感
染
症
対
策
と
学
び
の
環
境
を

答
少
人
数
学
級・教
育
は
不
可
欠

増
富
　
理
津
子
　
議
員

（ 

共 

産 

党 

）

授業の様子
（桃園小学校）

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
自
然
災
害

に
対
し
、
指
定
避
難
所
で
あ
る
学

校
体
育
館
の
収
容
人
数
が
オ
ー
バ

ー
し
た
と
き
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　

使
用
可
能
な
教

室
や
学
校
施
設
の
ほ
か
、
学
校
以

外
の
施
設
、
例
え
ば
幼
稚
園
や
協

定
先
の
同
志
社
大
学
な
ど
に
拡
大

を
考
え
て
い
る
。
災
害
時
協
力
事

業
所
に
は
避
難
場
所
と
し
て
登
録

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
所
も
あ
る
。

　
　
　

草
内
美
泥
排
水
路
が
令
和

４
年
度
に
完
成
す
る
が
、
集
落
内

の
冠
水
対
策
が
で
き
て
い
な
い
。

排
水
路
完
成
後
の
計
画
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　

完
成
後
は
、
引
き

続
き
草
内
地
区
内
の
内
水
を
東
西

に
排
水
す
る
た
め
、
美
泥
排
水
路

へ
の
排
水
路
整
備
に
取
組
む
。

　
　
　

市
道
草
内
三
山
木
線
（
旧

農
免
道
路
）
は
、
直
線
で
見
通
し

も
良
く
速
度
違
反
車
両
が
多
い
。

交
通
量
も
増
え
、
警
察
も
取
り
締

ま
っ
て
は
い
る
が
市
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

注
意
喚
起
を
目
的
と
し
た
路
面
表

示
の
設
置
等
に
よ
る
速
度
抑
制
対

策
を
、
設
置
場
所
や
時
期
を
含
め

警
察
や
地
元
と
協
議
し
検
討
す
る
。

　
　
　

市
長
が
施
政
方
針
の
中
で

約
束
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路
大
住

草
内
線
の
進
捗
状
況
を
問
う
。　

　
　
　
　

手
原
川
や
天
津
神
川
の

天
井
川
や
近
鉄
の
立
体
交
差
な
ど
、

技
術
的
課
題
の
検
証
を
行
い
、
道

路
予
備
設
計
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

再
生
資
源
ご
み
の
集
団
回

収
の
持
ち
去
り
に
対
し
、
条
例
制

定
や
罰
則
規
定
な
ど
抜
本
的
な
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
違
反

者
に
対
す
る
停
止
命
令
や
罰
則
規

定
な
ど
の
条
例
に
よ
る
規
制
強
化

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

美
泥
排
水
路
完
成
後
の
計
画
は

答
地
区
内
排
水
路
整
備
を
進
め
る

岡
嶋
　
一
晃
　
議
員

（ 

自 

民 

一 

新 

会 

）

草内美泥排水路

問問

問問

問問

問問

問

問問

問問問問問

問

市
長

教
育
部
長

教
育
部
長

総
務
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

理
事

危
機
管
理
監

教
育
指
導
監

教
育
指
導
監

建
設
部
長

建
設
部
長

市
長経

済
環
境
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長
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